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起 し,一方乱れたイオン電場の車に於ける電子の挙動に関 して Ed_ward.S等の
グ リー ン関数を用いる手法はエネルギーEと波数kとの間にこれまでとは異っ







叉これまでの議論は金属の液体状静を全 く乱れた イオン分布を取 るものとし
て進められて来た ｡ この仮定は液体論の出発点として一つの基準状鮭を示す も
-の として意味を有す るが,1実際には実験的に得られた a(k)曲線は必ずしも無






ラスターの如 きものの存在を暗示 し,その他ホール係数の如 く呂由電子値か ら
ずれを示す場合 も多 く,これが合金にな ると一層強訴され る傾向にあ り,今後
の議論の中心 になるであろ う｡
金属液体の物性測定はLZ7-.i体の皆合に比べ,実験緯度に閑静を含む場合 もあ り,
従って実験粘度の向上が要望され ると共に,実験 と群論 とが緊密に給びついた
新しい研究が期待され,今FHJのシンポジウムの主眼の 1つである.
液体金属の電子状態
東北大 ･工学部 田 中 実
S.首.耳clward_Sに よれは,液体金殿の電 子状鮭に組す る埋弁的知見 と実験
的知識 とはあ る種の相補性の原理にあてはま るのか現状であるO最 も精密な実
験飴巣が得られ る物軽的量は理論的な翫 蛎の観めて轟き鮭なものであ り,他方理






な条件の下で得 られ ろかを吟味した試み (Gヱ-eerie-Kchn), い くつかの
ipseuacⅠ)ctential の衰式を相互に比較 して電気抵抗の計算値が ZirLe.nの
表茸の枠内では ps∈ud,cpctentia･1の短波長の領域の数値に著 しく鋭敏であ
り,従って実験値 との一致はそれだけでは必ずしも意味のあることとは云えな
い (TvYiser),また第 1Bcm 近似の蓑式が液体ナ トリウムの場合でさえ抵抗
の温度係数を正 しくは与えない 日 ?)(Greenfiela-Wiser, Tanaka
-Beeby),等はいわば Zir,an理論の役争怪.正 しく評価 し･ようとする試みで
あるといえよ､ぅ｡
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